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巻 頭 言 

 

生活やものづくりの学び，その大切さを発信する使命 

生活やものづくりの学びネットワーク世話人代表

  鈴木 明子（広島大学）

本ネットワークは，「生活やものづくりの学び」が子ども

の人間性を養う上で重要で不可欠であることを広く社会

にアピールすることを目的として 13 年前に発足しました。

これまで，会員の皆様の熱い思いと，多くの学・協会の支

援のもと，子どもに求められる資質・能力，生活や暮らし

の在り方，効果的な授業や教材の工夫，学習指導要領への

向き合い方等々について検討と提言を行ってきました。し

かしながら，様々な行政改革の中で，また子どもの全人的

な育ちを推進する「生きる力」の育成においても，我々の

その思いは届いていない感があります。社会環境，自然環

境の変化も相まって，学校教育ばかりではなく，家庭教育

や社会教育においても，子どもたちに必要な学びの本質を

見失っているのではないかとさえ思えます。

人の成長・発達にとって，あるいは文化の継承・創造にとっ

て，「生活やものづくりの学び」が内包する役割や意義につい

ての認識を深めること，さらには人類が発展させてきた「生活」

や「ものづくり」とは何かを問うことは，我々関係者の使命で

す。技術を開発することや技能を習得することの意義や「生活」

や「技術」という概念に関する認識を，協働して深めていく，

そのような活動の展開が重要であると考えています。 

そこで，本ネットワークが大切にする学びの本質をみつ

め，それを発信する一人ひとりの使命を認識するとともに，

発信方法を常にブラッシュアップしていくことも必要で

はないかと思います。その方策として，一つには，我々が

関わる教育，研究の場において，自身が担当する教科目や 

ベースとする専門科学の意義を俯瞰して捉えることが考

えられます。その際，生活者としての学びや全人的な成長

発達に関わる要素やテーマを，他の専門領域や他教科の人

たちと共有し，安易な迎合にならないように，各専門科学

や教科独自の意義を理解し合う場とすることが大切では

ないでしょうか。そのためには，研究者として実践家とし

て，自分がよって立つ理論や科学的根拠を探究し続ける姿

勢も必要でしょう。 

二つ目に，ネットワークに所属する個々の会員と学・協

会の総意として，国や自治体の行政に働きかける機会と効果

的な方策を検討し，実践することが重要と思われます。諸先

輩方をはじめ会員の皆様からのご意見，ご協力をいただきま

すようお願いいたします。 

 先日の能登半島地震では，多くの方々が甚大な被害に見舞わ

れました。被災された皆様に，心よりお見舞いを申し上げます

とともに，本ネットワークの趣旨に基づいて，関係の各学・協

会からも様々な支援が提供されることを期待しております。大

学受験目前に被災した高校生やその親が「目の前のことを一つ

ずつ解決していくしかない」「子供の自立の一歩になる」と語

っていたことに一筋の光明をみる思いがしました。華々しい成

果や効率主義が評価される中で，自分自身を振り返り，他者や

環境と対話しながら価値観を更新していくことの大切さを改

めて感じました。様々に苦悩の多い日々ではありますが，人間

の英知を信じて，歩を止めずに進みたいと思います。 

半島の地震では何か
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はじめに

2023年9月30日（土）に公開フォーラム「家庭科教師のた

めの金融教育ワークショップ－実践と体験を通じて教育方法

の紹介－」がオンライン（Zoom）で開催されました。コロナ

禍が落ち着きをみせ，気が付くと社会の動きが大きく変わって

いました。Z 世代，α世代などの用語が飛び交い，この世代が

中学生，高校生になっています。また，家庭科の学習指導要領

解説では，小学校では「物や金銭の使い方」として「こづかい

など児童に取り扱いが任された金融に着目して購入の時期や

金額を考えたり，購入のための貯蓄をしたりして，無駄のない

使い方をすることが必要である」，中学校では「計画的な金銭

管理の必要性」として「生活に必要な物資・サービスの購入や

支払い場 面を具体的に想定して学習を展開するよう配慮し，

高等学校における長期的な経済計画や家計収支等についての

学習につながるようにする」，高等学校「家庭基礎」では「生

活における経済の計画」として「家計管理については ， 収支

バランスの重要性とともに，リスク管理も踏まえた家計管理の

基本について理解できるようにする。その際，生涯を見通した

経済計画を立てるには， 教育資金，住宅取得，老後の備えの

他にも，事故や病気，失業などリスクへの対応が必要であるこ

とを取り上げ，預貯金，民間保険，株式，債券，投資信託等の

基本的な金融商品の特徴（メリット，デメリット），資産形成

の視点にも触れるようにする」と記されています。しかしなが

ら，今回とりあげた「金融教育」は，わが国では日本銀行が2007
年を「金融教育元年」と命名したことが始まりとされ，比較的

新しい領域であり，学校教育では近年急速に進展しているもの

の，経済状況などは日々変化するもので，見通すことも難しく，

具体的にどのように授業を行っていくか悩んでいらっしゃる

先生方もおられるのではないかと思いました。

そこで，今回のフォーラムでは，数多くの現場での実践への

参画を行ってこられた盛永裕介先生（JAM ACADEMY 学長・

金融教育プランナー）を講師にお迎えし，金融教育の重要性と

学校教育への位置づけをはじめ，小・中・高等学校の各段階に

おける生涯を通じた家計管理とリスク管理，さらには，現場で

役立つ実践的な金融教育アクティビティの紹介をしていただ

くことにいたしました。

ここでは，盛永先生の講義を受けてのグループに分かれて行

われたワークショップでの感想等を中心に報告したいと思い

ます。なお，参加者は，38名（うち会員30名）でした。 

コーディネーター 鎌田浩子（北海道教育大学釧路校）

フォーラムのスケジュール

13:30  開会のご挨拶と趣旨説明（堀内先生）

13:35～14:05 講義Ⅰ 金融教育の重要性と学校教育への

位置づけ

14:05～14:35 ワークショップⅠ 
14:35～14:45 講評（盛永先生） 
14:45～15:15 講義Ⅱ 実践的なアクティビティの紹介 
15:15～15:35 ワークショップⅡ 
15:40～15:45 休憩 
15:45～15:55 概要講評（盛永先生・鎌田） 
15:55～16:00 「まとめ」と閉会のご挨拶（堀内先生） 

１． 講義Ⅰ・ワークショップ１・講評

講義Ⅰでは，「金融教育の重要性と学校教育への位置づけ」

として「金融教育の目的」「学校カリキュラムへの組み込み方

法」「高等学校家庭科学習指導要領の改訂と金融教育」「小・

中・高等学校年齢段階別に習得すべき金融リテラシー」の講

義のあと，「おすすめの学習教材」として資産形成NISAに関

する冊子やネットの教材を紹介していただいきました。

続いて，７つのグループに分かれ，各班にファシリテータ

ーとして世話人に入っていただきPadletを用いてワークショ

ップⅠを行いました。盛永先生からは，「家庭科に金融教育を

組み込む効果的な方法は何か？」「金融教育の授業を通じて，

学生にどのようなスキルや知識を提供することを目指すべき

か？」「金融教育は学校のカリキュラムでどのように位置づけ

るべきか」の３つの課題がだされました。

講評では，１グループでは，小学生を対象とした金融教育

について，遠足などのお菓子で予算を決めて自分で買うこと

やこづかい帳などをつけるなど身近なことから始めるとよい

のではという意見や生活科など低学年から教えてもよいので

はという意見も出されていましたが，盛永先生からは「まさ

に小学生は，収支の管理ができる基礎を身につけることが大

切な時期である」というコメントがありました。グループ２

からは，中学生でも課金や押し活で大金を使っていることが

話題になっていましたが，「実際にどこからどれだけのお金が

入ってきて，何にどれだけ使っているかを明らかにしていく

ことがこの時期には重要である」とのコメントがありました。

３グループからは，カリキュラムマネジメントで構成される

方が生徒の分断した知識をまとめるということが大切である

という意見がだされておりましたが，「もちろんカリキュラム

マネジメントは重要といえるが，旗を揚げる先生がなかなか

報 告 生活やものづくりの学びネットワーク 秋のフォーラム
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少ないのではないか」とのコメントがありました。グループ

４では，特に高等学校では，社会保障，福祉とのからみで生

活の収入と支出をどう管理していくか，リスク管理の方法に

について考えていくことが大切という意見がだされており，

「税金のことを学ぶのも大切であるが，実際働いてみて初め

て身をもってわかることも多く，むしろ，いかに自分の身を

守るのか，資産がマイナスにならないためにはどうしたらよ

いかについて学ぶことが大切である」とのコメントがありま

した。5グループはゲーム教材の使用について話題となってお

りましたが，「企業が作成したゲームには大変よく作られたも

のがあり，生徒は楽しみながら学べるので有効ではあるが，

企業によって内容に偏りがある場合もあるので，何を補完す

るかをしっかり押さえて指導することが重要」とのコメント

がありました。６グループでは，投資を教えるのは怖いとい

う意見がありました。これについては，「中途半端に教えてし

まうと生徒が間違った行動をとってしまうので，専門家を講

師に招いたり，教師自身も 100 円でもよいので投資をしてみ

て，実際に失敗したり成功したりした話をすることが現実的

ではないか」とのコメントがありました。グループ７では，

シミュレーションをいかにリアリティに落としこめるかとい

ことが話合われていましたが，「シミュレーションは概算値で

作られたもので，実際には様々なライフイベントがあり，こ

れは概算であるということを伝えることが大切である」との

講評がありました。

２．講義Ⅱ及びワークショップⅡ・概要講評

 講義Ⅱでは，講義１を踏まえてより実践的なアクティビ

ティの紹介がありました。実践的なアクティビティでは，ま

ず導入で「お金の身近さ」を気づかせ，次に経験させる（シ

ミュレーション，ロールプレイング，ゲームなど），最後にリ

スクの説明を徹底する，という３段階を経ることが有効であ

るとのお話でした。また，いきなり「資産形成」の話をして

も興味を持って話を聞く学生は少ないのが現実で，おこづか

いの管理，電子マネー，課金，キャリア形成など身近なテー

マから導入することが有効であるとのことでした。

そして，参加型4択クイズの後，「成長を見抜け！株価ダー

ビー」という①任天堂②JR東日本③トヨタ④OKWABEの４

社の６年間の株価変動を振り返り，各々の株式会社の株式の

変動理由について考察する経験的アクティビティの紹介があ

りました。株式を体験していない者にとってとても，株価が，

コロナ禍を始めとする社会的背景と大きく連動していること

が理解できました。さらに，投資詐欺，闇バイトなどのアク

ティビティの紹介がありました。

ワークショップⅡでは，ワークショップⅠと同様「アクテ

ィビティの感想 児童や生徒に家計管理と資産形成の基本を

教える際，どのような教材やアクティビティが効果的か」「金

融教育に関する授業を行う際に考慮する点は何か」を課題と

してグループディスカッションを行いました。

概要講評は，盛永先生に鎌田も加わり行いました。大きなテ

ーマは２つありました。まず，「投資に懐疑的な教員が授業で

やらなければならないのが難しい。」というものです。これは

多くの先生方が感じられていることであると思います。アンケ

ートに「私自身は積極的に勧めたいとは思いません。ただ正し

い理解は不可欠ですね。」とありましたが，まさにこれが，今

回のフォーラムの成果ではないかと感じました。

次に，「リスク・リターンの話で，そもそもリスクをとる余

裕がない生徒にどのように教えるのか？」というものです。

これについては，盛永氏もそもそも投資は余剰資金で行うも

のであると考えておられ，中学生とか高校生にいきなり投資

の話をするのではなくて，「将来職業についてどれくらい稼ぐ

ことができるのか。そしていくら稼いでどれくらい余剰資金

がでて，そのうちどれだけを投資するのか。また仕事をして

稼ぐためには，どのようなスキルを身につけるのか，そのた

めには今，何が必要か等キャリア教育としっかり結びつける

ことが大切である」との回答がありました。

最後に盛永先生から，「金融教育は，お金の役割，お金の重

み，お金の管理についてまず小学校から学習すること，また

学校だけでできるものではなく，家庭との接続も重要である」

というまとめがありました。

３．まとめと閉会のご挨拶

最後に世話人代表の堀内かおる先生から，以下のようなま

とめと閉会のご挨拶がありました。本日は，とても楽しくな

おかつアクティビティを通して，たくさんの深い気づきや学

びがありました。まず，お金の運用について考えることは，

人生や生き方について考えることだと感じました。生活設計

というのは家庭科の特に高等学校の内容ですが，小学生の高

学年から，中学生，高校生にそしてその後の人生の中で，お

金の価値の基礎になる部分を小学校で学ぶのだと改めて認識

しました。そして，教員が関心をもって金融について勉強し

ていくことが大変必要になってきている時代であり，これか

らの子どもたちに何を伝えて気づかせていくかということ考

えながら，教師自身も自分の問題として，重ね合わせて考え

ていく機会になるのだと思いながら本日の様々なアクティビ

ティとデスカッションを聞かせていただきました。本日は貴

重な学びの場となったことを盛永先生に感謝いたします。

おわりに

フォーラム終了後のアンケートも参加者の約８割の方から

ご回答いただき，すべて，有意義であった，参考になった等

の内容でした。今回のフォーラムが先生方に，金融教育に取

り組むきっかけとなったり，金融教育の実践を深める一助と

なれば幸いです。

最後になりましたが，登壇いただきました盛永先生，参加

者のみなさま，ご協力いただきました世話人の先生方をはじ

めみなさまに御礼申しあげます。

（文責：鎌田 浩子）
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講師 

1．金融教育の重要性と学校教育への位置づけ

キャッシュレス化が進む現代において，お金の価値が「見

えない化」しており，お金を使えば減るという直感的な感

覚が薄れてきています。さらに，「仮想通貨で億万⻑者」の

ような，楽して稼ぐことを持ち上げる風潮や，それに乗じ

た利殖や不正取引などの金融犯罪が増加しています。 

 2022年4月から，高校家庭科では資産形成に関する内容

が必修化されました。高等学校学習指導要領（平成 30年告

示）家庭編では，貯金，民間保険，株式，債券，投資信託

などの基本的な金融商品の特徴（メリットとデメリット）

や，資産形成の視点が含まれています。これにより，高校

生はリスクとリターンを理解し，日常生活での適切な資産

管理のスキルを身につけることが期待されています。成年

年齢 18 歳に達すると，自らの意思で様々な契約ができる

ようになりますが，契約や預貯金，ローンなど，生活民法

や生活倫理についての理解が必要です。投資詐欺や金融ト

ラブルから身を守り，生涯にわたる資産形成・管理をする

ためにも，金融リテラシーを高めることは不可欠です。

しかし，高校生に求められる金融リテラシーのレベルは

高く，本フォーラムでも「高校から金融教育を始めるのは

遅すぎるのではないか？」「高校だけでは資産形成の授業時

間を確保できない。」という声があがりました。高校家庭科

だけでは授業時数が限られているため，小学校から段階的

に金融教育を取り入れること，また，教科等横断的な視点

に立ち，総合的な学習を中心に金融教育に関する内容をカ

リキュラムに組み込むことが重要です。 

2．生涯を通した家計管理とリスク管理 

「金融教育は何から始めるべきか」という質問をよく受

けます。まず考えるべきは，お金の役割や価値を理解し，

お金をどのように使うかを合理的に意思決定すること，す

なわちお金の価値判断の育成することです。 

近年，低い年齢の子どもたちがスマホを持ち始めることが

多くなり，オンラインゲームで高額な課金をしてしまうト

ラブルが後を絶ちません。「もっと強くなりたい」「ほしい

キャラクターが当たるかもしれない」といった理由でガチ

ャ課金するケースも多いです。 

賢いお金の使い方を身につけるには，ディシジョン・ツ

リーを用いて，解決すべき課題と行動を明確にし，選択肢 

盛永裕介（JAM ACADEMY 学長・金融教育プランナー） 

を比較分析，最良な選択を合理的に行う考え方を習慣づけ

ていくことが有効です。 

中学生になると，おこづかい管理や買い物の経験も増え

るため，将来の自立に向けて，家計や生活設計に関する理

解を深める段階です。キャリア教育と連携し，興味のある

職業の平均年収や手取り金額を把握し，理想のライフプラ

ン実現のために必要な貯金額を計算するなど，主体的に情

報を収集し分析することが求められます。 

高校生では，社会人として自立するための基本的な能力

を身につけます。先述の通り，騙されないためのお金の知

識を習得し，より豊かに生きるための選択肢として資産形

成・管理について理解を深めることが重要です。 

3．ワークショップⅠ 

 ワークショップⅠでは，家庭科のカリキュラムに金融教

育を効果的に組み込む方法，その教育を通じて学生に提供

すべきスキルや知識，および学校教育全体における金融教

育の適切な位置づけについて，グループディスカッション

を行いました。 

 特に，キャッシュレス社会におけるお金の管理方法や教

育の必要性に関する議論は印象に残っています。小学生に

は実際のお金を使った経験を通してお金の価値観を学ばせ

報 告 生活やものづくりの学びネットワーク 秋のフォーラム

家庭科教師のための金融教育ワークショップ 

―実践と体験を通じた教育方法の紹介― 
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ること，中高生にはデジタル時代の消費行動（ゲームやオ

ンラインショッピングなど）に対する理解を深めること，

さらに社会保障や社会福祉との連携を考慮した収支管理の

重要性について多くの話題が挙がりました。総じて，児童・

生徒の発達段階に応じた金融教育の展開が必要であり，家

庭や地域社会と連携することが今後の課題であると考えら

れます。

4．実践的な金融教育アクティビティの紹介 

【ポイント① 日常/緊急度マトリクス】 

 児童・生徒の多くは，「お金の授業」と聞くと，堅苦しく

難しい内容をイメージしがちです。そのため，授業の導入部

では，生徒が興味・関心を持ちやすい工夫が必要です。例

えば，高校生を対象とした場合，「資産形成」のテーマは生

徒にとって非日常的で緊急性が低く感じます。「資産形成が

重要な理由は…」「投資信託とは…」といったテーマから授

業を始めても，児童・生徒は興味・関心を持たず，すぐに

飽きてしまいます。成年年齢に関する話題やアプリゲーム

の課金，アルバイトなど，生徒にとって身近な内容を資産

形成と結びつけることが，興味・関心を引き出し，行動率

を高める有効なアプローチです。 

【ポイント② 経験学習】 

経験学習を通じて，シミュレーションやロールプレイ，

ゲームといった具体的な経験をもとに，その経験を省察し，

概念化，試行を繰り返して学習を深めます。単に経験する

だけではなく，例えばワークシートを使用して「なぜその

結果になったのか」を考察し，話し合いの活動を通じて「も

し同じ状況に再び遭遇したらどのように対処するか」を生

徒に考えさせ，仮説をもとに試行を繰り返すことで，より

効果的な学びが促進されます。 

これらのポイントを踏まえ，今回のワークショップでは

参加者の皆様に，高校家庭科でのアクティビティ事例を体

験していただきました。

まず，人生100年時代に必要な金額，平均生涯年収，預

貯金がどれくらい増えるかなど，参加型の4択クイズを通

じて進めました。続いて，投資の擬似体験として「あなた

が100万円持っていたら，どの企業に投資しますか？」と

いう問いかけで株式投資のシミュレーションゲームを実施

しました。株価チャートの動きを視覚的に示すことで，株

価が変動する時に感じる感情やリスク・リターンの考え方

を実体験に基づいて理解を深められます。  

一方，「投資は楽しい」という感覚だけで授業が終了して

しまっては，表面的な理解にとどまってしまいます。株価

が上昇・下落した要因を考察し，投資のメカニズムを理解

することが重要です。最後に，アクティビティからクレジ

ットカードや投資詐欺にどうのように話を繋げるのかを解

説しました。

5．ワークショップⅡ 

 ワークショップⅡでは，児童や生徒に家計管理と資産形

成の基本を教える際に効果的な教材やアクティビティ，金

融教育の授業を実施する上で考慮すべき点について，グル

ープディスカッションを行いました。 

 実生活で身近な話題や体験，社会情勢に絡めたアクティ

ビティを取り入れると効果的ではないかという話題が印象

的でした。また，家庭環境やプライバシーへの配慮，学生

の価値観の尊重，ライフプランニングを含めた教育の展開

が，授業実施にあたって考慮すべき重要な点として挙げら

れました。 

6．おわりに 

本フォーラムでは，金融教育の必要性と効果的な教育方

法について紹介し，議論を深めました。金融リテラシーは，

現代社会における若者の自立と，責任ある市民としての成

長に不可欠です。今後も，教育現場で金融教育をさらに充

実させることが重要であると考えます。

（文責：盛永 裕介） 
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1. 製作学習の現状

布を用いた製作学習は，児童・生徒のスキルが追いつか

ず計画通りに進行しない，個人差が大きく回を重ねるごと

に進度の差が拡大していきます。1 時間単位で区切りをつ

けて進めていく教育プログラムが多い中で当てはまりの

悪い題材といえます。

下図は，小学6年生に5分間糸結びを行わせ，その完成

数の平均値の年代推移を男女別に示したものです。糸結び

数から推察される児童・生徒の手指の巧緻性の低下は，手

指を使う経験の不足によると考えます。製作学習において

縫製技能の低下は深刻な問題です。

布を用いた製作では，「生活に役立つこと・ものを効率

よく仕上げること」が目指されてきました。縫製技能の必

要性は薄まっており，少ない時間で完成させたものはそれ

なりの体験にしかなりません。本稿では製作学習の教育的

意義について以下３点について解説します。 

 
 

2．製作学習の教育的意義 
①手指の巧緻性の向上

手指を使うことでヒトは文明を発展させてきました。手

指を使うことは脳を刺激するとされ，さまざまな訓練にも

用いられています。糸結びテストと併せて実施した調査か

らは，手指の巧緻性は生活活動や遊びへの参加度，手指を

使う他の学習など様々な活動への取り組み姿勢と関連する

ことが分かりました 1）。

製作学習の後には糸結びの数は上昇しますので，製作学

習を通して手指の巧緻性の向上が見込まれます。

②自己効力感向上の可能性

自己効力感とは「ある目標に到達するために見通しをつ

け，適切な行動を成し遂げられるという予期および確信」

をいいます。刺し子は，単純な繰り返し作業とみなされる

かもしれませんが，刺し子で模様を埋め尽くす「花びんし

川端 博子（埼玉大学）

き」の製作に取り組んだ中学 2 年生の調査より，生徒自身

が学習効果を目で認識し，興味関心を維持させ，刺し子へ

の取り組み姿勢は自己効力感と関連することが明らかにな

っています 2）。

③集中し夢中になる体験（フロー体験）の機会

近年の研究において，集中し夢中になる体験ができるこ

とを新たな意義として報告しています 3）など。中学１年生に

自由なデザインで縫わせた刺し子学習の調査では，8時間の

終了時点で，縫うことが楽しい，集中している，時間が早

く過ぎる，悩みが気にならないに肯定的な回答でした。そ

の後の調査分析から，こうした体験は，学習後の生活実践

に結びつくこと，裁縫に限らない創造的態度の形成と関わ

ることが明らかになりました。

とりわけ，製作物が充実してい

る生徒に効果的なことから，技能

指導の重要性も示されました。技

能の定着には5時間程度を要する

こと，玉結び・玉どめの定着が指

導のカギになるといえます。

3．動画教材による製作学習の支援 
技能の維持・向上を支え，楽しい製作学習の実現のため，

基礎縫い動画を公開してきました。https://hclothing.org/ 
または https://www.youtube.com/@user-kw8gb1ys4g 
手元でのやり方の閲覧によって，技能向上とつまずきの

減少を実証しています 4）。別途，中学校のトートバッグ製作

に動画教材を活用した実践からは教師の指導に変化がみら

れることも確認しています 5）。生徒の2／3程度は動画をみ

て製作を進められる分，教師は進行の遅い生徒の指導に重

点を置くことができました。

基礎縫い動画は，コロナ禍に学習支援教材として各方面

で紹介されました。現教科書には標準搭載されているので

役目を終えたともいえますが，現在も多くの閲覧を得てい

ます。今後は，衣生活全体を視野に置き体験を促す動画教

材を制作していく計画です。

ものづくりの機会が減っている時代だからこそ，製作学

習が役割を担えると考え，作品が完成した時の子どもたち

の輝く表情を見ているとそうした思いが募ります。， 

＜参考文献＞ 1）川端博子．日本衣服学会誌 52（1）7-10（2008） 

2）川端博子,鳴海多恵子．家教誌 54 (4) 248-257（2012） 

3）山中大子,寳達佑美,川端博子．家教誌 64 23-33（2021） 

4）高橋美登梨,西村綾世,川端博子．家教誌 59 135-146（2016） 

5）川端博子,中谷俊裕,他2名．教育情報研究 32（3）3-12（2016） 

埼大紀要教育学部， 

68（1）93₋109（2019）より

資料 布を用いた製作学習の教育的意義と学習支援 

糸結びテストの時代推移（小学6年生の例） 
 

https://hclothing.org/
https://hclothing.org/%E3%81%BE%E3%81%9F%E3%81%AF
https://www.youtube.com/@user-kw8gb1ys4g
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１．学習交流会等への活動補助費を支給しております。 

本ネットワークでは，各都道府県での学習交流会・講演会・勉強会等の活動を支援しております。 

本年度も例年どおり活動補助費（1 万円）を支給しております。希望される場合は事務局までお申し出ください。 

２．メーリングリスト（ＭＬ）にメールアドレスを登録し，情報発信・交換等に活用ください。 

ＭＬを活用して，迅速な情報配信や交流をはかりたいと考えております。多くの皆様の登録・活用をお願い 

いたします。総会や学習交流会，各関連団体からの研修会等のご案内や会員同士の意見交換等並びに事務局か 

らの連絡を行っています。ぜひご登録をお願いいたします。またＭＬに登録することで各種情報を添付ファイ 

ルをつけて配信することができます。情報の配信に不慣れな場合は，事務局にお知らせいただければ事務局か 

ら配信いたします。 

ＭＬへのメールアドレス登録及び変更は，事務局（seikatsu_nt@yahoo.co.jp）までお願いいたします。 

ＭＬアドレス：seikatsunetmail-ml.seikatsunet.com@ml.seikatsunet.com 

３．新版ビジュアルパンフレット（2019年4月版）を活用ください 

新版ビジュアルパンフレットは，新学習指導要領への対応及び資料を更新するなど大幅な改定を行い，内容を充実

させています。家庭科，技術・家庭科の学びの重要性を理解していただく資料として，すでに大学の授業や研究会，

情宣活動等に活用いただいております。 

パンフレットがご入用な方は事務局までご連絡ください。 

・パンフレット代：無償

・送料：会員拡大用に使用する際は無料

大学等の授業で活用される場合は 30部迄は無料，31部以上の場合は着払で送料をご負担 

いただきます。 

なお，HPにパンフレットのデータが掲載されています。ご自由に印刷してお使いください。 

４．ニュースレター送付先住所の変更について 

勤務先の異動，引っ越し等でニュースレター送付先住所が変更になった場合はお早めに事務局までご連絡くださ 

  い。なお，送付先は，原則自宅住所でお願いします。 

５．退会届の提出について 

退会される場合は「退会届」の提出をお願いしております。ホームページに「退会届」の書式が掲載されて 

おりますので，ご記入の上，メール添付か事務局への郵送でご提出ください。なお，年度ごとの退会となりま 

すので，年会費をお納めの上，退会をお願いします。 

事務局メールアドレス：seikatsu_nt@yahoo.co.jp 

ホームページ URL：http://seikatsunet.g3.xrea.com/

事務局からのお知らせ 

会員継続のお願いと新規入会のお誘い 

★本会は，2010年の設立以来，経験豊かな会員の方々から，これからの家庭科，技術・家庭科を担う若い会員の方々

まで，会員の皆様に支えていただき今日まで活動を継続してまいりました。これからも，皆様のお力添えをいただき

ながら，生活やものづくりの学びの意義と授業実践の成果を発信・共有してまいります。家庭科，技術・家庭科の今

後の発展のためには，これらの重要性について声をあげていく必要があります。入会届やリーフレット・パンフレッ

ト等はホームページからダウンロードできます。是非本ネットワークにご入会の上，一緒に応援してくださいますよ

う，心よりお願い申し上げます。                           世話人代表 鈴木 明子 

世話人会(2023.11.23.)にて，今後の本ネットワーク運営体制強化のため，会則７条（組織・運営）の２）世話人会①

に基づき，産業教育研究連盟から後藤直先生に世話人会メンバーとして加わっていただくことを承認しました。そこ

で紙面臨時総会として，会員の皆様にお諮りいたします。本件についてご意見等ございましたら，3月末日までに，

世話人代表までご連絡いただきますようお願いいたします。       世話人代表 鈴木 明子

誌面臨時総会 

mailto:seikatsunetmail-ml.seikatsunet.com@ml.seikatsunet.com
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「2023 年度 春の学習交流会」のご案内 


